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【遮へいスーツ着用時の線量評価】
○遮へいスーツは、被ばく低減のため、自主的に着用。
○スーツを着用する時は、形状によってスーツで覆われた部分と覆われていない
部分で被ばく線量に差が出る可能性がある（不均等被ばく）。それらを評価する
ためにＡＰＤをスーツの外側と内側の胸部で線量を確認する運用としていた。

・外側：ＡＰＤ値を確認
・内側・外側：体幹部不均等被ばく評価および実効線量をＡＰＤ値を

比較して算出

○今回着用していた遮蔽スーツは全身を覆っており、不均等被ばくはないものの、
社内運用として念のため、外側もＡＰＤを着用する運用とし
ていた。

【概要】平成２５年６月４日１０時頃 確認
・当社社員３名が、３号機所内変圧器（Ｂ）採油作業にて被ばく低減のため遮へい
スーツを着用していたが、３名が２台（スーツの外側・内側）のＡＰＤのうち１台（外
側）を評価位置（胸部）以外に着用（手に保持）していた。

遮へいスーツ着用時の線量確認用
ＡＰＤ着用不備について
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（参考）対象者の被ばく線量
【５／２９】
作業員Ａ ＡＰＤ（遮蔽スーツ内側（実測値）：１．０７mSv 実効線量（不均等被ばく：評価値） １．０７ｍＳｖ
作業員Ｂ ＡＰＤ（遮蔽スーツ内側（実測値）：０．８３mSv 実効線量（不均等被ばく：評価値） ０．８３ｍＳｖ

【６／４】
作業員Ａ ＡＰＤ（遮蔽スーツ内側（実測値）：１．０９mSv 実効線量（不均等被ばく：評価値） １．０９ｍＳｖ
作業員Ｂ ＡＰＤ（遮蔽スーツ内側（実測値）：０．９７mSv 実効線量（不均等被ばく：評価値） ０．９７ｍＳｖ
作業員Ｃ ＡＰＤ（遮蔽スーツ内側（実測値）：０．４８mSv 実効線量（不均等被ばく：評価値） ０．４８ｍＳｖ

【線量評価】
○対象者に不均等被ばくはないものの、仮に不均等被ばくとして評価を実施。
※震災以降発電所内では多数のスーツの使用実績があり、スーツの内側にＡＰＤを着用していれば、被ばく線量

の評価が可能。

○胸部ＡＰＤ値と不均等被ばくを想定した実効線量評価値に差はなく不均等被ば
くとする結果にはならなかった。
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今回使用した遮へいスーツ 他の遮へいスーツ

遮へいスーツ


